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F 7　　　　　　　　　　　　　製作品の評価についての一考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　福山市立女短大　三好百々江　○筒井由紀子

　【目的】　家庭科教育における製作学習の製作品は，技能を中心とする知識，理解，思考，

創造性などの能力を統合しすこ具象物とn えられる。　この製作品の評価については，教材の

指導目標を含んだ複合体として，指導目標すなわち評価目標に従った分析的評価や，製作

品の全体効果によって一体的に評価する方法が行われている。　また，製作品の評価には，

生徒自身による自己評価や，相互評価の効果も認められている。以上から，家庭科学習に

よる製作品の評価について，短大生を対象に多角的に検討した。

　【方法】　本学短大２年生が手芸教材で製作した「ししゅう」の作品について，昭和55年

９月に評価を行った。評価は，製作者自身（45名）による自己評価と相互評価，および被

服学関係の教師（７名）による教師評価を行い，評価方法は，評価目標の創造性，構成，

配色，技術と全体効果について評定尺度法を用いた。また，製作者の教材に対する態度に

ついて，受講前後に調査票による測定を行った。

　【結果】　　1.　教師評価は，学生による評価に比し評価基準が高い。　また, 4評価項目の

項目平均と全体効果による評価は同傾向を示した。　2.相互評価は各評価項目とも教師

評価より高い評定平均値となり，とくに「技術」が顕｡著である。また, 4項目平均は教師

評価と強い相関がみられた。　　3.自己評価は他の二評価とは異なり独自の評価が行われ，

評定平均値では「創造性」が低く「配色」が高い。　4.教材に対する製作者の態度値は

比較的高’く，また，受講後に態度値の上昇傾向がみられた。
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　目的　近年，短大ことに家政辨に学ぶ学生は，豪放的なものに欠けてﾚり老が^ いヒい

われてい否が，この傾向は家庭耕敦有に=も問剱が゛あ3のではなかろうかと角7^．学習指導

に, J^り一層のエ夫を専オいt思われ3．そこで基咸的な知識がビの程度理解された々ヽt

把握し. 今後の指導に役文iたいと考え｡，短丈生を対象にしてテスμ行･ヽ，その定感度

を調べた。
　方yi 家政新（一般家改）Bl和蒔年度入労生にっいてit 公名，分年度入々'lは／o" ^，

銘吽戻入学生は／Z∂Aについて，昭如励年//月から政舛ぷ月まで東京郡で実施しu調理師

試験問題のうち。調理理諦咎題，食品摩β題を解答3せ考察を行った。

　結災　調理師試験問題は，短大においマ食＆・調理を摩んだ老としT 当然如てつぃてい

なけれぼな弓ない範囲x'あiので，このテストの結果を定感度の指橡と考'Lマみた。調理

理論において･亀栄養集の調理によ;5損矢，f~んぱく貿のIS音性など｀･^約釦ﾀ≪ K 定薦度び

低々ヽつた。調味の基本は入偕時には把握されていなかったが，今回のテ７、Vでn 70～歌)％

理解され7いた。食品俘r-fi いて･-f小友粉などの，着綬調理実習時に使用頻度の高いもの

については定急度が高く. 加工食品の製浅，轍生物，成分の含:ntなどi-閲し1 は他（

肉の色素名はわずかiθ％であった。短丈において転学生の棄簑を見^り，敦夜茲t食討

し，講義内客の適切な名のとす3 Jこうに1^力してﾚ･くことが゛必奪,であi．


